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しば

田
た

　昌
まさ

典
のり

　
自
然
を
う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
自
然
を
よ

り
効
果
的
に
…
「
ピ
ア
レ
ス
フ
ィ
ル
ム
」
の

開
発
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
太
陽
光
の
熱
を
取
り
入
れ
、
有
効
利
用
!

植
物
に
最
適
な
光
線
の
み
を
透と

お

す
フ
ィ
ル
ム
、

そ
れ
が
「
ピ
ア
レ
ス
フ
ィ
ル
ム
」
で
す
。

　
夏
の
強
い
日
差
し
を
月
光
の
よ
う
に
変
換

す
る
画
期
的
な
波
長
選
択
性
フ
ィ
ル
ム
で
す

（
第
１
図
）。

　

大
半
の
皆
さ
ん
は
太
陽
か
ら
熱
が
き
て
い

る
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
し
そ
う
な

ら
太
陽
に
近
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
頂
は
暑
く
な
る

は
ず
で
す
。
し
か
し
実
際
は
氷
点
下
20
℃
と

低
く
、
さ
ら
に
4
万
ｍ
上
空
は
氷
点
下
70
℃

の
世
界
で
す
。

　

太
陽
光
は
あ
ら
ゆ
る
地
球
上
の
物
体
に
衝

突
し
た
時
に
熱
に
変
換
さ
れ
、
暑
い
と
感
じ

ま
す
。
た
だ
し
、
物
体
に
衝
突
し
て
も
透
過

す
る
も
の
は
熱
に
変
換
さ
れ
ま
せ
ん
。
「
ピ

ア
レ
ス
フ
ィ
ル
ム
」
は
ブ
ル
ー
の
透
光
性
で

植
物
の
た
ん
ぱ
く
質
を
作
り
出
す
重
要
な
光

質
を
透
し
、
熱
に
変
わ
る
赤
外
線
を
化
学
的

に
透
さ
な
い
特
性
を
も
ち
ま
す
。
夏
は
涼
し

く
地
温
も
上
昇
せ
ず
、
吸
肥
力
も
衰
え
な
い

た
め
、
植
物
は
伸
び
伸
び
と
生
長
し
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
の
夜
は
昼
間
の
輻ふ

く

射し
ゃ

熱
が
再
び

長
波
の
赤
外
線
と
な
っ
て
被
覆
材
か
ら
逃
げ

て
し
ま
い
ま
す
。
加
温
し
て
も
抜
け
る
熱
が

多
く
て
は
燃
料
が
い
る
ば
か
り
で
す
。
赤
外

線
を
よ
く
透
す
被
覆
材
ほ
ど
逆
に
夜
間
は
よ

く
逃
げ
る
材
質
と
い
え
る
の
で
す
。
「
ピ
ア

レ
ス
フ
ィ
ル
ム
」
は
昼
間
解
放
し
て
ハ
ウ
ス

内
の
昇
温
を
図
り
、
夕
暮
れ
前
に
密
閉
す
る

と
魔
法
瓶
の
原
理
で
保
温
で
き
る
た
め
、
少

な
い
燃
費
で
加
温
で
き
、
経
済
的
に
す
ぐ
れ

た
被
覆
材
で
す
（
第
２
図
）。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
太
陽
光
」
を
利
用

し
た
被
覆
材
「
ピ
ア
レ
ス
フ
ィ
ル
ム
」
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
自
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
画
期

的
な
被
覆
材
で
す
。

　

夏
も
冬
も
春
咲
き
の
よ
う
な
好
適
環
境
を

実
現
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

「
ピ
ア
レ
ス
フ
ィ
ル
ム
」
と
は

断熱・保温にすぐれる
「ピアレスフィルム」で
最適の育苗ステージを !  

省力・省エネ育苗を実現 !! 
野菜に・花に・水稲育苗に !

★gr,cal,
　cm-2,min-1
★★gr,cal,
　cm-2,day-1

露地
塩ビ
ピアレス

屋外
塩ビ
ピアレスTS

外気温
塩ビ
ピアレス

屋外
塩ビ
ピアレス

　（香川農試調べ）
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（生物育成波長）
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ピアレスフィルム

赤
外
線

（
熱
転
換
波
長
）

地
上
に
到
達
し
て
い
る

ド
ル
ノ
線

近
紫
外
線

近
紫
外
線
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第１図　「ピアレスフィルム」の波長選択効果図

第２図　熱収支項の経時変化



○
光
線
透
過
性
（
波
長
選
択
性
）
で
、
作
物
に
有

益
な
ブ
ル
ー
の
波
長
域
を
中
心
と
し
た
光
線
を

透
す
た
め
、
植
物
の
品
種
本
来
の
特
性
（
形
状

・
色
彩
・
病
気
に
対
す
る
抵
抗
性
）
を
発
揮
し

ま
す
。

○
保
温
・
断
熱
性
、
熱
を
逃
が
さ
な
い
性
質
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
魔
法
瓶
と
同
じ
保

温
、
保
冷
機
能
を
有
し
ま
す
（
第
3
図
）。

○
断
熱
性
に
加
え
水
蒸
気
お
よ
び
ガ
ス
の
バ
リ

ア
性
が
低
い
の
で
、
作
物
か
ら
の
蒸
散
を
抑

え
潅
水
の
手
間
が
大
幅
に
省
け
ま
す
。

○
物
性
的
に
も
非
常
に
丈
夫
で
強き

ょ
う

靭じ
ん

な
た
め
、

長
も
ち
し
て
経
済
的
で
す
。

○
耐
熱
性
が
２
０
０
℃
と
極
め
て
高
く
、
伸
縮

率
も
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
原
型
サ
イ
ズ
を
保

ち
、
決
ま
っ
た
寸
法
通
り
に
継
続
使
用
で
き

ま
す
。

「
ピ
ア
レ
ス
フ
ィ
ル
ム
」
特
長

◎
Ｔ
Ｂ
タ
イ
プ
（
内
張
り
用
・
外
張
り
用
）

　

光
を
よ
く
透
過
・
30
％
、
熱
を
カ
ッ
ト
・

　

85
％

光
は
必
要
で
も
熱
は
不
要
と
い
っ
た
花
や

果
実
の
栽
培
、
水
稲
の
発
芽
お
よ
び
育
苗

時
期
、
軟
弱
野
菜
の
栽
培
、
畜
舎
や
鶏
舎

へ
の
使
用
。

◎
Ｔ
Ｓ
タ
イ
プ
（
内
張
り
用
・
外
張
り
用
）

　

熱
を
完
全
に
近
く
遮
断
・
98
％
、
光
の
透 

　

過
率
・
10
％

弱
光
冷
室
が
最
適
な
食
用
キ
ノ
コ
の
栽
培
、

花
き
、
樹
木
、
お
茶
、
果
菜
類
の
挿さ

し
木

繁
殖
、
接
ぎ
木
育
苗
、
水
稲
育
苗
に
使
用
。

◎
３
Ｓ
タ
イ
プ
（
内
張
り
用
）

　

完
全
遮
光
・
１
０
０
％
、
熱
遮
断
・　
　

　

１
０
０
％

日
長
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
短
日
処
理
）
用
花

芽
分
化
の
促
進
に
最
適
。
イ
チ
ゴ
、
ポ
イ

ン
セ
チ
ア
、
キ
ク
、
シ
ャ
コ
バ
な
ど
処
理

作
物
に
使
用
。

「
ピ
ア
レ
ス
フ
ィ
ル
ム
」
は
用
途
に

あ
わ
せ
て
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
!

「ピアレスフィルム」のタイプ別適応例

用途 目的 機能と効果 使用時期 被覆方法
ピアレスフィルムの

分類

内張り用 外張り用

トマト栽培
定植後の管理
糖度アップ

遮光、遮熱
夏・秋どり

7～9月 天井内張りカーテン TB ―

接ぎ木育苗
（果菜類）

活着促進
遮光、遮熱
保温、保湿

10月～5月 
ハウス内トンネル TS ―

7～9月

葉菜の栽培
定植時までの管理 遮光、遮熱 7～9月

簡易ハウス直がけ
両側開放

― TB
草花の育苗

水稲育苗

発芽→硬化初期まで
または緑化のみ 遮光、遮熱

保温、保湿

2月中旬～5月上旬
露地トンネル

TB

―
5月中旬～6月中旬 TS

発芽初期
2月中旬～3月

ハウス内ベタがけ TS
4月上旬～5月

倉庫兼作業場 ハウス内作業 遮光、遮熱 7～9月 パイプハウス直がけ ― TS

トラックシート 雨よけ・日よけ保冷 遮光、遮熱 周年 幌・シート ― TS

ベランダ 日よけ 遮光、遮熱 7～9月 つり下げ ― TS

↑「ピアレスフィルム」をストーブの前で使うと…。

2012 タキイ最前線 冬春号　45

第３図



露地トンネル 果菜類の育苗、夏季の軟弱野菜、花木の挿し芽､
イチゴの短日処理

ハウス内トンネル 果菜類の接ぎ木育苗
露地ベタがけ 水稲育苗､ 夏季の軟弱野菜

カーテン（写真１） 水稲育苗、温室の遮光・遮熱

【 
こ
ん
な
方
に
お
す
す
め
! !
】

○
水
稲
の
苗
作
り
で
毎
年
悩
ん
で
い
る
方
。

○
接
ぎ
木
後
の
活
着
率
の
低
下
で
養
生
管
理
に
悩
ん

で
い
る
方
。

○
室
温
が
異
常
に
高
く
品
種
の
特
性
が
出
な
い
と
悩

ん
で
い
る
方
。

○
管
理
棟
、
倉
庫
な
ど
の
窓
、
屋
根
の
日
よ
け
に
。

○
温
室
北
側
足
元
の
防
寒
、
補
光
と
虫
よ
け
に
。

○
エ
ア
コ
ン
の
効
き
目
で
お
困
り
の
方
。

「
ピ
ア
レ
ス
フ
ィ
ル
ム
」
の
用
途

キュウリ苗が順調に
生育します !（写真２）　

　春まきキュウリ苗を接ぎ木育苗す
る際に「ピアレスフィルム」をトン
ネルがけして使用。苗活着まで湿度
を保ち、活着後は低く抑えるので根
張りが順調だった。
　通常の接ぎ木後、活着するまで
の10日間は最も注意が必要。今ま
でビニールを使用していた時は、ビ
ニールのかけ外しで苗を傷めた苦
い経験があるが、「ピアレスフィル
ム」を使用してからは万が一、かけ
外しを忘れても心配ない。結果的
に省力化にもつながり楽に作業がで
きた。

イチゴの早出しに
効果あり !（写真３）

　イチゴ苗に「ピアレスフィルム」
を被覆。花芽分化の促進とバラツ
キ防止の目的で、日の出から午前
10時までに暗黒処理をおよそ6時間
「ピアレスフィルム」3Ｓタイプをか
けた。約15～20日の繰り返し潅水は
フィルム開放状況を見て随時行う。
その後速やかに定植し、活着するよ
う十分潅水した。

　従来とまったく異なる方式で不安
だったが、十分開花し着果した。夜
冷育苗の設備費、電力代などを換
算すると「ピアレスフィルム」の経
済性が極めて有利だった。

水稲ベタがけ育苗は
無加温でも稲がすくすく!

　「ピアレスフィルム」を直接苗床
にベタがけで被覆後、およそ4～
8日程度で発芽1㎝くらいとなり、
その後はフィルムをはがして慣行農
法で管理をする。
　また、ハウス内が閉め切り状態で
も芽焼け、芽枯れ、発育障害など
の心配もなく、光合成が活発になり、
濃緑色のがっちりした苗ができた。
　発芽器に入れるという面倒がまっ
たくなく、手軽で長年使用し続けて
いる。「ピアレスフィルム」を購入し
てから10年も使っていて本当に経済
的だ。

使う時期でフィルムを
変えて !  ネギ育苗

・10月中旬～4月下旬：光線透過
率の高い「ピアレスフィルム」。

・5月中旬～10月中旬：光線透過

率の低い「ピアレスフィルム」。
・7～8月：ベタがけ併用でトンネ
ルの裾をあけて用いる。

　苗箱が潅水ムラにならないよう目
の小さなノズルで潅水し、その後土
の上の水滴を取り去り「ピアレスフィ
ルム」をかけた。播種からおよそ8
～15日で発芽するので、その後フィ
ルムをとる。時期ごとにフィルムを
選べば、温度変化が大きい時でも
良苗ができた。
※使用時期により「ピアレスフィルム」の
仕様が異なります。

 「ピアレスフィルム」の使用実例　　　　　生産者の
声

↑キュウリ接ぎ木育苗

↑イチゴの早出し栽培

↑トマトハウスの内張りカーテン

※「ピアレスフィルム」については弊社資材部までお問い合わせください。
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写真１

写真３

写真２


